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「KPアンカー」は、以下の性能を有することが確認された。

（１）構造特性

工場組立作業性確認試験や現場試験施工の結果より、KPアンカーは、組立、挿入、緊張、定着および頭部処理などの組

立・施工が容易に行える構造を有している。

（２）強度特性

引張試験の結果より、テンドンは定められた引張り荷重、リラクセーション値を満足している。また、付着試験の結果

より、KPシース内に挿入されたテンドンとセメントペーストとの付着強度は所定の付着強度を満足している。

（３）耐久性

耐久性の確認結果より、KPアンカーに使用されているKPシース、アンボンドシース、頭部キャップ、背面スリーブ等

は、十分な耐薬品性および耐候性を有している。

（４）水密性

水密性試験等の結果より、アンカー体部、アンカー頭部、アンカー頭部背面において0.2MPaの水密性を有している。

（５）頭部・頭部背面の目視管理機能

目視確認試験の結果より、アンカー頭部、アンカー頭部背面における防錆油の充填状況や劣化状況が目視により確認

できる。

審査証明の範囲

　審査証明は、依頼者により提出された開発の趣旨、開発目標に対して設定した確認方法により確認したアンカーの特性およ

び構造の範囲とする。ただし、地盤のクリープ変形など、地盤性状に関する特性は除く。
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KPアンカーの諸元

目視管理機能

（１）安定した性能
古くから採用されている摩擦引張り型の荷重支持方式、くさびを使用した定着方式が採用されており、グラウンドアン

カーとして安定した性能を発揮します。

（２）高い水密性
アンカー体と自由長の境界部、アンカー頭部背面、アンカー頭部において、0.2MPaの水密性が得られるため、地下水

や降雨による水の浸入を防ぎ、高い防食性能が得られます。

（３）目視管理機能
頭部キャップおよび頭部背面止水具に透明部材を使用することで、防錆油の充填状況や劣化状況を目視にて確認するこ

とが可能です。

（４）付着性能の向上
アンカー体部に使用したKPシースの拘束効果により、従来工法より大きな付着力が得られます。KPアンカーにおける

グラウトと鋼材の許容付着応力度は1.0N/mm2としています。

（５）優れた経済性
KPアンカーのタイプは法面で適用される事が多い荷重範囲に絞り込み、プラスティック部材を多用することで、従来工

法に比べ経済性を高めています。

　透明部材の使用で、目視による防錆油充填状況や劣化状況の確認が可能です。

技術の特徴

頭部キャップ内の防錆油充填状況確認 頭部背面の防錆油充填状況確認

　KP（Kowa Permanent）ア ン カ ー は、φ

12.7mm およびφ15.2mm の PC 鋼より線を 1

～ 7 本組み合わせた摩擦引張り型アンカーで、最

大 1096.2kN までの荷重に対応することが可能

です。

　アンカー体部は KP シースとグラウトによる二

重防食構造、アンカー頭部および頭部背面は防錆

油の充填で遮水できる構造となっており、高い水

密性、防食性能を有しています。

　従来、目視確認することができなかった、頭部・

頭部背面の防錆油充填状況や劣化状況を透明部材

を使用することで目視確認可能としました。
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「KPアンカー」は、以下の性能を有することが確認された。

（１）構造特性

工場組立作業性確認試験や現場試験施工の結果より、KPアンカーは、組立、挿入、緊張、定着および頭部処理などの組

立・施工が容易に行える構造を有している。

（２）強度特性

引張試験の結果より、テンドンは定められた引張り荷重、リラクセーション値を満足している。また、付着試験の結果

より、KPシース内に挿入されたテンドンとセメントペーストとの付着強度は所定の付着強度を満足している。

（３）耐久性

耐久性の確認結果より、KPアンカーに使用されているKPシース、アンボンドシース、頭部キャップ、背面スリーブ等

は、十分な耐薬品性および耐候性を有している。

（４）水密性

水密性試験等の結果より、アンカー体部、アンカー頭部、アンカー頭部背面において0.2MPaの水密性を有している。

（５）頭部・頭部背面の目視管理機能

目視確認試験の結果より、アンカー頭部、アンカー頭部背面における防錆油の充填状況や劣化状況が目視により確認
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び構造の範囲とする。ただし、地盤のクリープ変形など、地盤性状に関する特性は除く。
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